
 

５－１３－１ 

四日市看護医療大学気象警報等発令時及び交通

機関のストライキ時の措置について 
 

１ 三重県北・中部の気象警報発令に伴う休講及び試験延期の措置について 

（１）対象となる気象警報 

対象となる気象警報は、暴風・暴風雪・大雪警報又は特別警報（大雨・暴風・

高潮・波浪・暴風雪・大雪・大津波のいずれか）とする。 

特別警報が発令された場合は、本措置に関わらず状況により「命を守る行動を

取る」ことを最優先とする。 

なお、授業が休講した場合は補講、試験が延期となった場合は予備日（代替日）

に試験を実施する。 

(２) 気象警報の発令が授業及び試験開始前の場合 

ア 気象警報が午前６時迄に解除された時は、平常どおり授業（臨地実習を含

む）・試験を行う。 

イ 気象警報が午前６時を過ぎても解除されない時は、１，２時限の授業を休

講（臨地実習は終日休講）、試験を延期とする。 

ウ 気象警報が午前６時以後授業・試験開始時刻迄に発令されたときは、１，

２時限の授業を休講（臨地実習は終日休講）、試験を延期とする。 

エ 気象警報が午前１０時迄に解除された時は、午後の授業・試験を行う。 

オ 気象警報が午前１０時を過ぎても解除されない時は、３，４，５時限の授

業を休講、試験を延期とする。 

カ 気象警報が午後３時迄に解除されたときは、６，７時限の授業・試験を行

う。 

    キ 気象警報が午後３時を過ぎても解除されないときは、６，７時限の授業を

休講、試験を延期とする。 

(３) 気象警報の発令が授業・試験開始後の場合 

ア 気象警報が授業・試験開始後に発令された時は、原則としてその時限の授

業・試験は行い、次の時限以降を授業は休講、試験は延期とする。ただし、

状況によって気象警報発令と同時に授業･試験を中断し以後の授業を休講、

試験を延期とする。 

イ 気象警報の発令・解除に関わらず状況によって授業を休講、試験を延期と

することがある。 

ウ 授業の休講、試験の延期後は原則として帰宅すること。ただし、状況によ

り大学内等安全な場所に一時待機させる場合がある。



 

５－１３－２ 

 

(４) 学生の居住地域や通学経路などで気象警報が発令された場合 

気象警報が学生の居住地域や通学経路などで発令されたために、登学を見合せた

り、登学が不可能になった場合の授業又は試験の欠席は、その旨の届出があった

場合、学生の公認欠席に関する細則第２条第３号により取り扱う。 

２ 大雨警報、洪水警報、地震警戒宣言、その他の警報及び災害又は事故により、交通

が途絶又は渋滞した場合はその状況に応じて措置する。 

３ 交通機関のストライキに伴う授業の休講及び試験延期の措置について 

(１)  三岐鉄道・近畿日本鉄道のストライキによる運転休止が午前６時迄に解除し

たときは平常どおり授業・試験を行い、午前１０時迄に解除した時は午後の授

業・試験を行い、午後３時迄に解除したときは、６，７時限の授業・試験を行

う。 

（２） 三岐鉄道・近畿日本鉄道以外の交通機関がストライキで運転休止の時は原則

として平常どおり授業・試験を行うが、そのために授業・試験に出席できなか

った場合は、学生の公認欠席に関する細則第２条第３号により取り扱う。 

 

   附 則 

１ この措置は、令和２年４月１日から実施する。 

２ 四日市看護医療大学暴風警報時及び交通機関のストライキ等の措置について（平成

２３年４月１日から実施する。）は廃止する。



 

５－１３－３ 

三重県北・中部の気象警報発令に伴う休講及び試験延期の取扱い（早見表） 

状況 対応（授業） 対応（試験） 

午前 6 時までに解除

された場合 

平常どおり授業を行います。 平常どおり試験を行いま

す。 

午前 6 時を過ぎても

解除されない場合 

1、2 時限目の授業を休講しま

す。ただし、臨地実習は終日休

講となります。 

1、2 時限目の試験を延期

します。 

午前 6 時以後試験開

始時刻迄に発令され

た場合 

1、2 時限目の授業を休講しま

す。ただし、臨地実習は終日休

講となります。 

1、2 時限目の試験を延期

します。 

午前10時までに解除

された場合 

午後の授業を実施します。 午後の試験を実施します。 

午前10時を過ぎても

解除されない場合 

3、4、5 時限目の授業を休講し

ます。 

3、4、5時限目の試験を延

期します。 

午後 3 時までに解除

された場合 

6、7 時限目の授業を実施しま

す。 

6、7 時限目の試験を実施

します。 

午後 3 時を過ぎても

解除されない場合 

6、7 時限目の授業を休講しま

す。 

6、7 時限目の試験を延期

します。 

授業・試験開始後発

令された場合 

その時限の授業は実施し、次の

時限以降の授業を休講としま

す。ただし、状況によって警報

発令と同時に授業を中断しま

す。 

その時限の試験は実施し、

次の時限以降の試験を延

期とします。ただし、状況

によって警報発令と同時

に試験を中断します。 

◎対象となる気象警報は、暴風・暴風雪・大雪警報又は特別警報 

◎通常授業が休講になった場合は補講を実施します。日程等はホームページにて連絡します。 


